
きょうかいがっこうコーナー      ２０２０年１１月 1 日(日) 

諸聖人
しょせいじん

の祝日
しゅくじつ

       きょうのふくいんしょはマタイ５．１～１２a 

 

1１月にはいりましたね。みなさま、おげんきでしたか。つぎのにちようびは七五三のしゅくふくがあるので、

ぜひきてくださいね。 

 

しょせいじんというのは、じんせいのよいときも、わるいときも、かみさまとつながって、かみさまののぞまれる

いきかたをしたひとたちをせいじんといいます。 

かみさまのため、そしてほかのひとたちのために、じぶんのすべてをささげたひとのことをいいます。そしてな

まえのまえに 「せい」 ということばをつけくわえて、そのせいじんのおなまえをよびます。たとえば：「せいヨ

ハネ」 

「せいペトロ」 「せいじょテレジア 」など、など。 

きょうこうさまから、このひとは「せいじん」ですといわれなくても、かみさまのためにじぶんをささげたひとが

たくさんいます。なまえのまえに 「せい」ということばはありませんが、みんなてんごくで、おわりのないしあわ

せにつつまれてすごしています。 

 

きょうのふくいんしょでは、「しあわせなこと」 についてかたられます。８つのしあわせのなかでそのひとつに

「こころのまずしいひとびとはさいわいである」とかいてありますが、 どういういみでしょうか。こころがちいさ

く、だめになっていることでしょうか、そうではありません。 

 

この 「こころのまずしい」 とは、じぶんのよわさをしって、かみさまにたすけをもとめづつけるひとのことです。 

このいきかたをしているひとたちはたくさんいます。 

わたしたちはじぶんのわがままにうちかって、てんごくでしあわせにつつまれているひとたちにならって、よい

ことをすすんですることができたら、うれしいですね。 

わたしたちもかみさまからのめぐみとちからにつよめられて、まいにちがんばることができるようにいのりまし

ょう。 

 

みなさん：どんなせいじんをしっていますか。きょうかいでであったら、おしえてね。じぶんのせんれいのなまえ

をしっていますか、どんなせいじんですか。 

 

1 日につづいて 2 日のひは、なくなったひとたちのことをかんがえながら、おいのりをします。わたしたちもい

つか、かみさまのもとにいくので、かみさまのまえによろこんでていけるように、いきているあいだによいこと

をたくさんできるように、がんばりましょうね。 

まいにち、ひとつのよいことをさがして、やりましょうね。 

 

おしらせ 

11 月 8 日と 15 日はミサのすぐあとで七五三のしゅくふくがあります。かならずきてくださいね。 

じぶんの地区のミサにきてくださいね。 

 

12 月 25 に(クリスマスの日) こどものためのミサは２：００からです。まっています。 


